
「ゲームして朝起きられない」無断欠勤の職員処分？！ 

令和２年５月７日（木）No.２ 

 新型コロナウイルスの影響でなかなか学校が再開できません。また感染拡大防止のた

め外出も控えているいま、どのように過ごしていますか？ 

 みなさんの電子版ホームルームの回答や１日の過ごし方の記録を見てみると大半の人がゲ

ームをとても長い時間していることがわかりました。 

 そこで気になる記事を見つけたので皆さんに紹介します。 

  

 遅刻調査 

今年度は登校日が少ないということもありますが、それでも遅刻が例年になく少な

く、とてもうれしく思います。 

学校が再開しても「当たり前にホームルームの時間に着席している」ということが

定着していることを期待しています。 

遅刻＝社会では通用しないこと 

といことを一人ひとりが当たり前のこととして認識してください。 

 

  

学年 １年 ２年 ３年 ４年 合計 

遅刻件数 ０ ０ ２ ０ ２ 

生徒指導だより 

2020.4.27 

みなさんはこの記事を読んでどのように思いましたか？ 

「さすがにこれはやばいやろ」、「馬鹿じゃ？」「俺は絶対これはないな」など思いましたか？ 

 きっとほとんどの人が自分はここまでならないと思ったのではないでしょうか。 

 これは 2019 年 5 月に国際疾病として認定された「ゲーム障害」によるものです。 

正常な人の脳は、図１のように理性をつかさどる前頭前野が優勢にあるため自分を律した

正しい判断ができます。 

 しかしゲーム依存になってしまった人は、図２のよう 

に本能や感情が優先になり、理性を働かせることができ 

ず、正しい判断ができません。 

 仕事や友人、家族よりも「ゲームが優先！」という 

考え方であったり、ちょっとしたことでイライラして 

他人に危害を加えるということもあります。 

 ある調査では、ゲームのために仕事や学力の 

パフォーマンスが低下した人は、1 日の使用時間 

2 時間以上で 2 割を超え、6 時間以上だと 3 割に 

達しています。 

今一度自分の生活をふり返り、正しい生活習慣を 

身につけましょう。 

 そして今の時期だからこそできることをしましょう。 
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